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施設名

演題名
しおさいにおける電力使用量の削減
～ 持続可能な施設への一歩 ～

チーム
メンバー
（職種）

改善しようとした
問題課題

実施した対策

改善の指標と
その目標値

日本全国、物価高騰による影響下におかれ、しおさいも多大な影響を受けている。特に電気料金の値上げ
は著明であり、電気は生活に必要不可欠なものであるが、このまま知恵と工夫が無い中、使用し続けること
は持続可能な施設とは程遠い存在と考える。電力使用量も増加傾向にあったことから、持続可能な施設へ
の一歩を目指す為、電力使用量の削減を目指す

分類

(ふりがな)

チーム名

活動回数 5

リーダー名
（職種）

回

活動期間
施設管理

活動の場
※複数選択可

活動の種類
※複数選択可

歯止めと
標準化

改善指標の
対策実施
前後の変化

(ふりがな)

発表者（職種）

（指   標）令和5年10月までに7月・8月・9月の電力使用量を

（目標値）前年度対比5％削減する

①消灯タイミングが分かるようルールを作成
②照明必要箇所をルール化する
③無駄な電気使用を無くす為使用ルール作成
④エアコン操作板に掲示物、消し忘れがあった際、声が掛け合える
⑤労働衛生基準を基に設定温度ルール決定
⑥職員休憩室のエアコン使用ルールの決定

（実施前）令和4年7月29,009kWh　令和4年8月30,316kWh　令和4年9月21,309kWh

（実施後）令和4年7月27,000kWh（-6.9％）　令和4年8月24,938kWh（-17.7％）　令和4年9月19,624kWh（-7.9）

標準化：電力使用量削減継続出来るように節電ルールの見える化を図る為、節電担当者が夏季に所定の場
所へ掲示する
教　育：新入職員の理解を得ていく為電気使用方法を部門担当者が入職時に各フロアで指導を行う
管　理：実績報告が出来るように電力使用量を節電担当者が実績決定時に事務所からメールする

森
もり

　竜太
りゅうた

　（介護福祉士）介護老人保健施設しおさい

④無駄の削減や能率向上、業務環境の改善をめざすもの

①診療部門

②支援部門

③管理部門

支援相談員

鈴木　規戸

糸川　久美子

與後　智明

令和5年4月　～　令和5年11月

取り組種別 問題解決型

森　竜太　（介護福祉士）

佐々木　敏幸 介護福祉士

鈴木　孝千代 ケアワーカー

山本　きさよ ケアワーカー

看護師

理学療法士杉山　眞由美

森　竜太 介護福祉士

栄養士

せつ・でんこさん

①職場単位の活動

③テーマに合わせて形成したチーム活動 長嶋　とも美



【テーマの選定理由と背景】

【現状把握】

【目標設定】
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電力量料金

電力量
料金単価

  月の
使用電力量

  月の
使用電力量

 料 
  単価

 エ  課金

 生可能エ ル ー
発電   課金単価

  月の使用電力量

           

                       

                                                                 

                                                                 

 

     

      

      

      

      

      

      

 
 
 

                       

                       

    

    

     

    

    

    

    

  

   

   

   

  

   

  

   

   

  
   

  

               

             

                   

    

    

     

    

   

     

    

  

   

   

   

  

  

  

  

   

  

   

  

               

             

                       

金額でなく電力使用量にした理由。

電気料金は基本料金に電力量料金、 生可能

エ ル ー発電   課金で構成されている。

電力量料金、 生可能エ ル ー発電   課

金は、単価に対して1 月の使用電力量で計算。

なお、単価は常に変動する為、金額設定ではどの

程度節電できたのか、分かりづらくなることから電

力使用量の削減をテーマに設定した



【要因解析】 【重要要因の検証】

【対策の立案】 【対策の実施】
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①ステーションやリハビリスタッフルームは電気が い

ていることが当たり前に。誰もいないのであれば消灯

②出勤時電気を ける習慣。時間で けるタイミング、

明るければ電気を けないようにルール化

③充電したまま、電源入れっぱなしに対してルール化

④消す忘れに掲示物や職員同士で声を掛け合う

⑤エアコン設定温度を感覚ではなく、根拠に基づ

いた温度設定に。扇風機も併用出来るように設置

⑥30分以内のエアコンONOFFを無くす為使用ルール

を決定、ONから決まった時間にタイマーで電源ＯＦＦ



【効果の確認】

【波及効果】

【標準化と管理の定着】 【反省と今後の課題】

【最終考察】

    
                          
                      
                        
                       
          

           

        
                   

            
      

            
            

          
         

     

         
         

    
            

       
    

         
           
         

             
     

     

            
           

           
      

            
          

    

           
            

           
            

          
          

       

           
           

            
            

            
             
            

     

            
           

           
        

            
            

         

         

                 

    
   
  

  
  
   

  
   
    

      
    

   

            
  
   

     
  

        

        
  
   

  
   

           

    
                        
                        
                       

                           
               

                         
           

           

 

 

 

 

 

 
          

      

                

     

      

           

              

             

            

      

                       

                       

     

      

      

      

      

      

      

      

      

      

 

               

          
  

            

     
                

      

                 

                 

    

  

    

  

    

  

    

  

    

  

    

 

         

                        

     

                     

          

         

      

                    

                    

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

 
 
 

              

    

         

平均気温の上昇があれば電力使用量は増加する。

令和4年度と令和5年度の平均気温を べたところ、

令和5年度の方が気温の上昇がみられているが、

活動を通じて使用量を削減することが出来ている。

例年通り使用していた場合、電気使用料は増加し、

経営を圧迫していたと考えられる

活動中に、LED化や電力会社の変更の話しも

出ていたが、すぐに実施出来ないことやお金や

契約といった手段が必要になること、以前より

事務部で検討していることもあり、今回の活動

ではあえて検討せず、今ある当たり前の問題、

現場で改善できることをフォーカスして対策を

実施することにした。

今回、夏場における対策を実施したが、冬季の

寒い時期の方が電力を使用する為、これからも

活動を続けながら、経 削減に努めていく


